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あらまし：本研究では、「特別支援学校教員に対してモノづくり力の向上を図る出前授業を実施する」こ

とで、教員が自ら問題解決できる力を養成することを目的とした技術教育を実施している。このプロジェ

クトは 2015年度から 5年間継続して、2019年度に終了した。プロジェクトの成果を検証するために、こ

れまでに実施してきた出前授業のアンケート結果により教育効果を定量評価して、将来ビジョンを述べる。 
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1. はじめに 

舞鶴高専では、福祉情報教育ネットワークの事業

とは別に平成 22年から、地元の京都府立舞鶴支援学

校と連携して支援機器の試作品の開発等を行ってき

た。これらの活動の中で、特別支援学校教員（以後、

教員）は支援機器活用に対する関心が高く、自分で

支援機器を自作できる教員もいるが、多くの教員は

電子工作に関する知識や経験が乏しいため、支援機

器の開発や製作が困難であることが判明した。そこ

で、我々は教員が基礎レベルの電子工作に関する知

識を学習できる出前授業と学習管理システム

（Learning Management System，以後 LMS）の構築

が必要であると考えた。 

本取り組みでは、「特別支援学校教員に対してモノ

づくり力の向上を図る出前授業を実施する」ことで、

教員が自ら問題解決できる力を養成することを目的

としている。そして、出前授業で実際に使用できる

機器を自分たちで製作することで、「十分な機器の確

保」、「故障時のメンテナンス技術の習得」および「新

たなニーズへの発展」へと繋げる。これまでの取り

組みで出前授業の実施中に、教員同士が互いに教え

合う姿が見られるようになり、技術教育の成果が上

がった 1)。本取り組みは、平成 27年から継続してお

り、今年で 5 年目を迎える。このプロジェクトの全

体的な検証のためにも、これまでに実施してきた出

前授業のアンケート結果をもとに、参加者の教育効

果を定量的に評価する。 

 

2. これまでの取り組み 

2.1 技術教育手法の構想 

図 1に本研究の技術教育手法の構想を示す。図 1

に示す全国高専が連携している福祉情報教育ネット

ワークでは、技術教育の電子工作のレベルが中級レ

ベルのものとなっており、学習者は支援機器を作る

だけの作業となっているため、教員の技術力は身に

付いていない。そこで本研究では、技術力を身につ

けるために基礎レベルのはんだ付けや簡単なスイッ

チの製作等の技術教育を行い、機器の改良や故障し

た場合の修理等が行える技術力を身に付けられるよ

うな技術教育システムの開発に取り組んでいる。 

本研究で提案する技術教育手法では、LMS の教材

に「失敗から学ぶ」を取り入れることで適切な事前

学習を行い、学習内容を定着させるための出前授業

（支援機器の製作会）を行う技術教育システムを構

築した。「失敗から学ぶ」では、失敗例を図や動画で

原因や対処方法を解説することで理解が進む工夫を

施した。 

出前授業を実施するに当たり、特別支援学校を訪

問して現状調査を行い、教員から現場の声を聞き、 

 
図 1 技術教育手法の構想 
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要望が多いニーズを抽出している。そのニーズに基

づき、主体的に取り組む高専教職員と研究室の学生

が力を合わせることで技術的な問題を解決し、専門

的な知識や技能を特別支援学校教員にも平易に理解

できるような出前授業を企画して実施している。 

2.2 出前授業の一覧 

これまでに実施した出前授業の一覧を表 1 に示す。

教員に対する出前授業は、平成 25年から年に数回程

度実施している。実施時期としては、教員が時間の

余裕がある夏休みや年末・年度末が多く、支援機器

の活用に関する講演会と事例紹介、2 時間の作業実

習が確保できるような日程で設定している。 

表 1 出前授業の一覧 

 

2.3 eラーニング教材の一例 

本研究で作成したコンテンツの一例を図 2 に示す。 

本研究では、基礎レベルの教材としてはんだ付けの

学習、部品の説明、工具の使い方、計測器の使い方

を作成した。また、過去の出前授業の教材に失敗例

を取り入れる等のブラッシュアップを図り作成した。

最後に学習者と管理者が交流できる掲示板と Q&A

を作成した。 

 
図 2 制作したコンテンツの一例 

 

3. アンケートの内容 

毎回の出前授業において教員の技術力を評価する

ために、自己評価アンケートを実施している。この

アンケートは、個人の特定を避けるために匿名で実

施しているため、時系列でみたアンケート結果は教

員個人の技術力向上の軌跡ではなく、出前授業に参

加した教員グループが身につけた技術力を評価する

形になる。出前授業における最新のアンケートの回

答者数は、18名であった。以下に質問事項を挙げる。 

Q1 工具や計測器を正しく使うことができる 

Q2 回路図があれば支援機器が製作できる 

Q3 電子部品の知識が習得できた 

Q4 製作物が壊れた場合、自分で直せる 

Q5 他の先生に教えられる自信が付いた 

Q6 ハンダ付けは自信が付いた 

 

4. アンケート結果と考察 

アンケート結果を図 3 に示す。図より質問事項 Q1、

Q6 は 80％以上、質問事項 Q3 は 60％以上の「はい」

が得られている。このことから教員が出前授業に参

加することで、基礎技術力が身に付いていると考え

られる。自由記述欄には、「説明書があれば一人でで

きるようになった」、「仕組みを知り、理解できるよ

うになった」、「説明書通りに、作ることができる」

などといった前向きな意見が出てくるようになった。 

 
図 3 アンケート結果 

 

特別支援学校において情報教育が進むにつれ、出

前授業の教材は、特別支援学校教員の要望によりハ

ードウェア系からソフトウェア系に移りつつある。

時代の流れから、今後はスイッチ教材を利用したプ

ログラミング教育に移行する方向で検討する。 

 

5. まとめ 

本研究では、5 年間のプロジェクトの教育効果を

評価した。出前授業に参加することで、基礎技術力

が身に付いている教員が多くいることが分かった。

今後は、教員の要望の変化に応じて、ソフトウェア

系の教育教材を作っていこうと考えている。 
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実施年度 出前授業における製作物

平成２５年度 　100Vスイッチの製作

　マウスの改造

　BDアダプターの製作

　音声・呼気スイッチの製作

　磁気スイッチの製作

　タブレット端末タッチスイッチの製作

　握りスイッチの製作

　iPad miniの活用

　引っ張りスイッチの製作

　打楽器を叩くスイッチの製作

　物体通過を検知するスイッチの製作

　マウスの改造

　握りスイッチの製作

　フィードバック付きタイマーの製作

　iPad miniの活用

　3Dプリンタで作る立体造形の導入教育

　LEDイルミネーションの製作

　振れば絵が出る残像イルミネーションの製作

　Pyonkee（ピョンキー）を用いたプログラミング
令和1年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度
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